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メージャー政権下のイギリス財政と景気動向
森 恒　夫☆
Tuneo　Mori
　10年というイギリスとしては長期政権であったサッチャー（M．Thatcher）政権は“自由主義”的
な，公共部門の支出抑制・縮小（＝民営化），仮借ない労働運動抑圧と低所得層への負担の重加を含
む政策運営によって，前労働党政権から引き継いだ大幅な公共財政赤字＝公共部門借入必要額
（Public　Sector　Borrowing　Requirement，以下PSBRと略称）を大幅な黒字＝公共部門債務償還額
（Public　Sector　Debt　Repayment，以下PSDRと略称）に転化させるという目覚ましい成果を挙げ
た。しかし，サッチャーが「奇跡」と自賛した，そうした成果や労資関係の変容（フレキシビリティ
の増大など）を背景とする，1980年代半ば以降の「資産インフレ」を伴う景気の拡大は80年代末には
幕を下ろしつつあり，国際収支の大幅悪化と並んで公共財政も急激にPSDRを収縮させていた。サ
ッチャーの退陣によって1990年11月に成立したメージャー（J．Major）政権は景気下降期に当面し，
再び公共財政を赤字に転化させこれを急膨張させることになった。以下はその様相を概観したもので
あるω。
注
（1）本稿は，拙稿「サッチャー政権末期からメージャー政権下のイギリス財政と景気動向」（『証券研究』
　　VoL109，　July　1994）をより最近の資料によって修正・加筆し整理したものである。
1．公共財政収支の動向
　まず，公共部門の圧倒的部分を占める一般政府（中央・地方政府の純計）の収入と支出の1970年か
らの対GDP比は図1のように推移した。すでに，サッチャリズムを部分的に先取りしていたといえ
る労働党政権末期に低下していた対GDP比は，第2次石油危機iの開始とほぼ同時に政権を引き継い
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図1　一般政府収支の対GDP比
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注1）民営化収入を含む。
（出所）FSBR，1995－96，　Chart　t．1．
だサッチャー政権の当初，その政策によっても加圧された失業の増大を背景に再度上昇に転じた。
が，石油危機が去り，原油価格の低落やレーガノミクスに助けられて景気が回復していくとともに，
サッチャリズムの政策が功を奏し対GDP比は急速に低下した。それは，支出超過幅の急減　　収
入超過への転化の過程でもあった。だが，収入の対GDP比の低下が続く一方で支出の対GDP比は
89年度に上昇に転じており，90年度に支出超過への再転化が生じ，メージャー政権下にその幅が急増
した。ただ，94年度以降はもう一度収入の上昇・支出の低下　　支出超過幅の縮小　　収入超過へ
の転化が見込まれている。
　表1をみよう。本表は，中央と地方を合せた一般政府収支の動きを国民計算勘定べ一スでみたもの
である｛1）。ここでは経常勘定と資本勘定の区分があるが，それらを収入と支出で括ってみると（実質
値も参照），①収入は，対GDP比では下がりながら，80年代後半に伸びが速まり，ついで鈍り，実
質値は91－92［暦］年にかなり落ち込み93年もマイナスであった。②支出は，80年代半ばから伸びが
弱まり，88年度は前年比でマイナスとなったが，90，91年には高い伸びを示した。③図1でみた対G
DP比は，収入で1983年41．9％から93年の36．2％まで低下し，支出では84年の45．7％から89年に38．4
％に下がった後93年の44．0％に高まった。そうした趨勢を規定したのはもちろん経常勘定であった
が，④規模は小さいながら，資本勘定収入の88年の強い伸びと90年からのかなり速い減少，同支出の
90年の大きい増加も指摘できた。収支バランスでは，⑤経常勘定が1987～91年に89年をピークに黒字
を記録したが，91年には黒字を激減させ92－93年には赤字を激増させた。⑥資本勘定はこの時期を通
して赤字であったが，90年に入って格段にその規模を増した。⑦全収支としては88，89年のみ黒字で
あった。1987年は全収支で58億ポンドの赤字であったが，民営化収入を主要素とする「会社証券等に
対する現金支出」が59億ポンド（収入）あり，公社の剰余を加えてPSDR15億ポンドとなった。
90－91年の赤字は資本収支のそれによるものであったが，ついで経常収支の赤字が加わって激増し
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表1　一般政府経常・資本収支・PSBR　1983～93年
（単位　100万ポンド）
年 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993
経常収入
走{収入D
禔@入　計
125，910
@　1，660
34，464
@　1，832
1 7，059
@　2，371
153，833
@3，181
166，466
@3，286
183，471
@4，384
198，401
@ ，707
2 3，343
@　4，440
219，425
@　3，558
20，812
@　2，921
2 5，738
@　2，627
127，570136，296149，430157，01469，752187β55203，108217，783222，983223，793228β65
経常支出
走{支出2｝
x　出　計
128，050
@9，657
138，086
P0，797
148，856
P0，641
156，042
P0，274
165，302
P0，295
173，274
@9，990
184，756
P3，652
201，251
Q2，963
2 7，463
Q0，229
240，316
Q0，078
257，390
P9，639
137，707148，883159，497166，31675，597183，264198，408224，214237，692260，394277，029
収　　　　支 一10，137一12，587一10，067一9，302一5，845 4，5914，700一6，431一14，709一36，601一48，664
うち経常収支
@　　資本収支
一2，140
|7，997
一3，622
|8，965
一1，792
|8，270
一2，209
|7，093
1，164
|7，009
10，197
|5，606
13，645
|8，945
12，092
|18，523
　　1，962
|16，671
一19，444
| 7，157
一31，652
|17，012
会擁券に対する現金支卵 535 2，5732β56 3，8145，9116，8884，5174，4568，9427，5875，382
公共部門PSBR4）11，57410，2967，4452，470一1，486一11，901一9，286一2，1257，69328，65042，662
箆撚｛艶 41．9
S5．2
41．8
S5．7
41．8
S4．6
40．8
S3．2
40．1
S1．5
39．8
R8．9
39．4
R8．4
39．5
S0．7
38．6
S1．3
38．8
S3．6
36．2
S4．0
??
収　入
i前年比）
x　出
i前年比）
禔@支
184，616
@　（1，7）
P99，287
@　（3．8）
|14，670
87，776
@　（1．7）
Q06，209
@　（3．5）
|17，434
195，845
@　（4．3）
Q09，039
@　（L4）
|13，194
199，256
@　（1．7）
Q11，061
@　（1．0）
|11，805
205，014
@　（2，9）
Q 2，074
@　（0．5）
|7，059
213，958
@　（4．4）
Q08，729
i－1．6）
@　5，229
216，072
@　（1．0）
Q11，072
@　（1，1）
@　5，000
217，783
@　（0．8）
Q 4，214
@　（6．2）
|6，431
209，324
i－3．9）
Q23，185
i－0，5）
|13，811
01，434
i－3．8）
Q34，378
@　（5．0）
|31，855
198，751
i－1．4）
Q41，104
@　（2，9）
|42，353
GDPの変化（前年地 3．7 2．3 3．8 4．3 4．8 5．0 2．2 0．4 一2．0 一〇．5 2．0
注1）資本に対する租税およびその他資本収入。
　2）粗国内固定資本形成、在庫増および他センターへの交付金と移転。
　3）主に、民営化収入。原表は、これが資産の減を意味するためにマイナス表示になっているが、本表で
　　　は財政赤字の補填になるのでプラス表示としている。
　4）マイナスはPSDRを示す。
　5）1990＝100とするGDPデフレーターにより算出
（出所）UKIVA，1994　Ed．，　T．　L　1，1．7，9．1，　I　L　13より作成。
た。それはいうまでもなくPSBRの急増を伴った。⑧サッチャー政権下の一般政府財政収支の実質
赤字のピークは1984年であったが，1993年の赤字はその2．5倍近くになっていた。
　毎年の予算案である『財政報告』（FSBR）は1986年度版から「政府の経済政策の目的」を表明し
ているが，それは，86年度から89年度までは「インフレーションに打ち勝ち，持続的な成長と雇用の
増大を生み出すような活気に満ちた企業心に富む（enterprising）経済を確立することである」とあ
り，90，91年度版では「インフレーションに打ち勝ち，産出の成長と職の創出を促進することであ
る」となっていた。92，93年度版にはその叙述はないが，93年11月発表のFSBR（1994－95）では，
「持続的な成長と生活水準の向上を促進すること」とうたわれ，92年度版（1993年11月）も「持続的
な成長とより高い生活水準を促進すること」となった。95年度版（1994年11月）では，「予算は，
1993年に表明された公共財政の改善が確実に生じるように，また経済がよりうまくいくようにいっそ
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表2　公共部門の収支とPSBRI） （単位　10億ポンド）
一般政府支出3｝ 一般政府収入 一般政府1） 公社の市場’｝ PSBR1）
借入必要額 ・海外借入
必　要　額
年度2｝
?
② ③＝①一② ④ ③＋④
1988 179．1 190．9 一11．8 一2．1 一13．9
89 197．7 203．4 一5．7 一1．4 一7．1
90 216．0 216．6 一〇．5 一〇．3 一〇．8
91 236．5 222．1 14．3 一〇．5 13．8
92 259．9 223．9 36．0 一1．0 35．1
93 280．7 229．7 51．0 一1．2 49．8
94 288．9 252．5 36．5 一2．0 34．4
95 302．0 278．9 23．1 一1．6 21．5
注1）マイナスは債務償還額（PSDR）。
　2）1988－94年度は推定実績、95年度は予算案。
　3）民営化収入分を差引いた数字。
（出所）FSBR，1989－90～1993－94、各T．1．2．；1994・95，　T．　L　5；1995－96，　T．1．6より
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注1）マイナスはPSDRを示す。
（出所）FSBR，1995－96，　Chart　1，2．
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うの構造改革を導入するように策定される。このことは，恒久的な低インフレーションによって支え
られた中期的に持続可能な成長を確かにすることになろう」と述べられていた（2）。
　1991年度まではインフレーションの克服を最優先としていたが，成長と雇用に直接的に言及するよ
うになり，93・94年11月発表のものはインフレーションの文字が消えてサッチャリズムから多少とも
軌道修正する政策スタンスが見えていた。すでに，サッチャー政権のローソン（N．Lawson）蔵相
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の時代にリッデルはその経済運営を「インフレ抑制的成長」を目指したものであり，これを「裁量的
マネタリズム」と呼んでいた（3）。そして，メージャー政権が2年目に入る1991年の11月号のNatinal
Institπte　Economic　Review（以下NIERと略称）でペインは，「1980年代後半以来，政策スタンスが
変わり，通貨政策は実質金利でみて引き締められ，財政政策はさらにもう少し緩められてきた」と述
べた。通貨政策が引き締め的であるのは，1990年10月にイギリスがECの為替相場メカニズム（Ex－
change　Rate　Mechanism，　ERM）に加入したという事情にもよったろうが，同時にペインは，1990
年第4四半期以降のべ一ス・レートの低下，他方でのドイツの金利上昇一両者の接近といった動
きを見て「政策立案者はますます成長の先行きに関心をもつようになっている」と観測した（41。1990
年に入って「予期しない」（5）景気後退がはっきりしてきたことや，91年に入ってインフレーションが
明らかに鎮静してきたことが，成長あるいは雇用への配慮をやや強める政策スタンスにしていたと考
えられる。そして，再び現われ，かつ急増して「黄金則（‘Golden　Rule’）」の侵犯（6｝と懸念された
PSBRに対しても，政府はこれを「循環的」あるいは「自動的財政安定装置」（automatic　fiscal
stabiliser）と把えて短期に是正を図るのではなく，中期的に財政収支均衡を達成すればよいという
態度をとっていた（7）。後述のように1992年度からは「管理総額（Control　total）」の外に「景気循環
的社会保障（Cyclical　social　security）を置く予算編成方式がとられた。そして，1992年秋のヨーロ
ッパの通貨混乱一リラと並んだポンドのERM離脱　　ポンド相場下落を支えとした輸出増・輸
入抑制をテコとする景気回復の開始とともに，増税を伴う財政収支均衡へのスタンスを強めていた。
1994－95年度を含む収支を表2でみると，PSBRは93年度をピークとして，収入の早い増加による
急速な減少が見込まれている。なお，PSBRの対GDP比図2のようである。
注
（1）公共財政収支は，現金べ一スと発生主義べ一ス（accruals　basis）とで表示されるが，『財政報告』
　　（Finacial　Statement　and。Budget　RePort，以下FSBRと略記）では主として前者で，『国民計算勘定』
　　（UK　1＞ationαl　A　ccounts一以下，　UKiVAと略記）では後者で表示される。前掲拙稿，27，29－30頁参
　　照。
（2）各FSBR，　para．，　L　O1。
（3）　P．Riddell，　The　Thatcher　Decade．　How　Bガtain　has　changed　during　the　1980s，　Basil　Blackwell，
（4）
（5）
（6）
1989，p．22．
N．Pain，‘The　Home　Economy’，　NIER，4／1989．　pp．6－7．
1VIER，4／1990，　p．7．
「黄金則」とは，公共部門の資本支出の範囲内に借入れっまりPSBRを抑え，経常支出のために借入
れて「債務スパイラル」を生じさせることがないようにするというルールである。この場合，「資本支
出」をどう把握するかであるが，ペインは，〈粗固定資本形成一民営化収入〉としたり，〈純資本支出＝
粗固定資本形成一減価償却＋民間セクターへの交付金〉（大蔵省定義）としたりしている。前者であれ
ば，「黄金則」の侵犯は1970年代にも80年代にもみられなかったことであり，それが90年代に入って生
じたことが注目されたわけである（N．Pain，　G．　Young　and　P．　Westaway，‘The　State　of　the　Public
Finances’，　ME1～，4／93，　pp．30，　35；前掲拙稿，40－41頁，44頁注6）参照）。後者とすれば，1970年代初め
以来歴代政府は定常的にこれを侵してきたのであり，サッチャー政権下にPSBRからPSDRに転化す
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　　る過程を挟んでメージャー政権下その侵犯が大幅になった（1＞IER，3／94，　p．12）。
（7）Cf．　FSBR，1992－93，　paras．2，18；1993－94，　paras．　L　O2，2．13．なお，前掲拙稿，43－44頁参照。
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一般政府収入の構成の推移をみよう。表3（1）は，1983－93－年をUKLNAによって実績をみ，表3（2）
はFSBRによって，1993－95年度の実績と推定をみたものである。
表3（1）一般政府租税収入構成の推移、1983～1993年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　100万ポンド）
1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993
所得に対する租税 43，3446，65851，59851，97355，65861，72170，05076β3475，02173，75573，070
（34．0） （34．2） （34．5） （33．1） （32．8） （32．9） （34．5） （35．2） （33．7） （33．0） （32．0）
　　　　　　　　」､ち　所　　得　　税 31，59132，94535，20037，38539，95643，57847，61954，65656，3557，87657，677
（24．8） （24，2） （23．6） （23．8） （23．5） （23．2） （23．4） （25．1） （25．3） （25．9） （25．8）
法　　人　　税 5，6166，7919，01511，82713，86516，54821，32521，10418，65815，79915，010
（4．4） （5，0） （6．0） （7．5） （8．2） （8．8） （10．5） （9．7） （8．4） （7，1） （6．6）
支出に対する租税 49，50052，73656，66762β7268，97176，03979，98078，2985，416‘87，56091，361
（38．8） （38，7） （37．9） （40．0） （40．6） （40．5） （39．4） （36．0） （38．3） （39．1） （40．0）
うち　付加価値税 16，2ユ618，43720，67923，1625，71329，24531，65633，45734，24741，45243，989
（12．7） （13．5） （13．8） （14．8） （15．1） （15．6） （15．6） （15．4） （15．4） （18．5） （19．3）
他の関税、消費税 15，43516，72018，88219，2720，52422，10622，47024，06325，74025，97827，387
（12．0） （12．3） （12．6） （12，3） （12．1） （11，8） （11．1） （11．0） （11．5） （11．6） （12．0）
全国事業税 一 一 一 一 一 　 　 9，22613，57013，63912，875
（4．2） （6．1） （6．1） （5．7）
地　　方　　税 12，21912，76713，63815，2516，77718，72619，91351，129 121 124 124
（9．6） （9，4） （9．1） （9．7） （9．9） （10：0） （9．8） （2．4） （0．1） （0．1） （0，1）
コミュニティ・チャージ1， 一 一 　 一 一 一 586 8，6298，1287，8658，001
（0．3） （4．0） （3．6） （3．5） （3．5）
社会保障税 20，78022，3224，21026，16528，64232，10632，90234，65136，3737，22038，503
（16．3） （16．4） （16．2） （16，7） （16．9） （17．1） （16．2） （15．9） （16．3） （16．6） （16．9）
うち　国民保険料 18，44919，88421，54823，22125，55428，6128，7630，3631，86032，5733，781
（14．5） （14．6） （14．4） （14．8） （15．1） （15．2） （14．2） （13．9） （14．3） （14．6） （14．8）
資本に対する租税 L6601，832 2，7313，1813，2864β844，7074，4403，5582，9212，627
およびその他資本収入 （1．3） （1．3） （1．8） （2．0） （1，9） （2．3） （2．3） （2．0） （1．6） （1．3） （1．2）
うち　キャピタル・ゲイン税 974 1，0481，375L9571，9903，0463，2582，8902，0881，5001，118
（0．8） （0．8） （0．9） （1，2） （1．2） （1．6） （1．6） （1．3） （0．9） （0．7） （0．5）
相　　続　　税 540 602 805 894 1，0081，0521，1381，275、1，2201，1851，233
（0．4） （0．4） （0．5） （0．6） （0．6） （0．6） （0．6） （0．6） （0．5） （0．5） （0．5）
その他とも一般政府収入 127，570136，296149，790157，01469，752187，855203，108217，783222，983223，793228，365
計 （100．0）（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）
注1）住宅レイトに代って、コミュニティ・チャージが1989年4月にスコットランドで、1990年4月にイン
　　　グランドとウェールズで導入され、さらにこれに代って、カウンシシル・タックスが1993年4月に導
　　　入された。
（出所）UKArA，1994　Ed．，　T．7．2．，　T．9．1より作成
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表3（2＞一般政府収入構成1）、1993－95年度
（単位　10億ポンド）
年度 1993 1994 1995
内国収入
､ち　所得税
@　　法人税
77．5（33．6）
T8．4（25．3）
P4．9（6．4）
89．1（35．3）
U4．2（25．4）
Q0．1（8．0）
101．5（36．4）
V0．1（25．1）
Q6．4（9．5）
関税、消費税
､ち　付加価値税
@　　その他関税、消費税
幕ﾆ税
66．3（28．7）
R8．9（16．9）
Q7．4（11．9）
P2。6（5．5）
73．2（29．0）
S3．3（17．1）
Q9．5（11．7）
P2．3（4．9）
81．5（29．2）
S9．0（17．6）
R2．5（11．7）
P3．8（4．9）
その他とも税、採掘権料 166．4（72．1）184．9（73．2）207．2（74．3）
社会保障税
Jウンシル・タックス
38．7（16。8）
@8．6（3．8）
42．5（16．8）
@8．8（3．5）
44．5（16．0）
X．2（3．3）
その他とも　計 230．8（100．0）252．5（100．0）278．9（100．0）
注1）1993年度は実績、1994年度は最近時予測、1995年度は予測。
（出所）FSBR　1995－96，　T．4A．1より作成。
　経常収入の最大部分は「支出に対する租税」であり全体の4割前後を占め，ついで「所得に対する
租税」が全体の1／3を占めた。その半分ほどの規模で社会保障税（Social　security　contributions）が
続き，そのほかに，3．5％前後の大きさでコミュニティ・チャージ（community　charge）ないしカ
ウンシル・タックス（council　tax），またその半分ほどの大きさで「資本に対する租税および資本収
入」があった。コミュニティ・チャージはサッチャー政府色を濃く反映したレイト＝地方税の改革の
結果，地方事業税（non－domestic　rate）　　その後身が全国事業税（national　non－domestic　rate）
～とともに生まれたもので，現在はカウンシル・タックスとなっている。レイトは，収益税とし
て「支出に対する租税」に分類されていたが，コミュニテ・チャージないしカウンシル・タックスは
別枠とされたωから，「支出に対する租税」はその分比重が低下している。比重は小さいが，「資本に
対する租税および資本収入」が88～89年に比重を高め，ついでこれをかなり急激に低下させていた。
　より詳しい収入の内訳を同表によってみると，①「所得に対する租税」の大宗をなす所得税は90年
代に向かってむしろ比重を高め，後述のような景気動向を反映して法人税が87～89年に比重を高め，
ついでそれを93年まで低下させたが，94年度からまたこれを高めるものと予測されている。前述の
「所得に対する租税」の動向は法人税のそれの反映であった。②「支出に対する租税」で最大項目で
ある付加価値税は，この時期に持続的に比重を高め，他の関税・消費税は比重を低下させた。③レイ
トはコミュニティ・チャージと地方事業税とにほぼ二分され。後者はさらに1990年4月1日に全国事
業税に変わり（イングランドとウェールズ），「支出に対する租税」に残った。コミュニティ・チャー
ジと合わせると90年を別としてレイトの時期よりもやや下がり気味であった。④租税とならんで重要
な財源である社会保障税の大半は国民保険料（National　insurance　contributions）であり，全一般
政府収入の1／6を占めた。⑤「資本に対する租税およびその他資本収入」では「資本に対する租税」
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がほとんどを占め，またその過半はキャピタル・ゲイン税であり，ついで相続税が3～4割を占め
た。後者は土地・建物，政府・地方債，会社・海外証券，その他資産と分類されていた。後述のよう
な1988年をピークとする，資産価格インフレ（とくに住宅）を伴う景気拡大過程で「資本に対する租
税」収入も増加し，その破綻によって90～93年に急減した。減少はキャピタル・ゲイン税でもっとも
激しく，相続税は主に土地・建物について漸減した②。こうした一般政府収入の動向を左右する主要
因の1つは，いうまでもなく収入に関わる財政措置であった。
　サッチャー政府は，発足の1979年度からPSDRのピークの88年度まで，所得税基本税率の引き下
げ，その最高税率の引き下げと簡素化，82年度からの人的控除，基礎控除および高所得税率の課税所
得下限への消費者物価指数連動制（indexation）の導入や付加価値税の引き上げ等のドラスティック
な，全体としてみれば冨者に有利な税制改革を行った（3）。
　1989年度以降について，各年度当初予算案に限ったものであるが，主要と思われる収入に関わる諸
措置の収入への直接的効果を1989－95年度についてまとめると表4（1×2）のようになる。
　まず内国収入税関係で所得税に関してみると，基礎控除や諸控除には通例，前年の9月までの1年
間の消費者物価指数の変化率によるインデクセーションがあるが，実質増税を意味するその据え置き
が諸控除（配偶者・寡婦・視覚障害者・老齢者等控除）について1991－94年度にあり，基礎控除につ
いて1990，92－94年度にあった。ただし，前者については95年度の老齢者関連控除の引き上げによ
る，後者については91年度の引上げによる減税があった。他方，現物給付（会社の乗用車・ガソリン
使用）の課税表のスケール・アップや配偶者控除・抵当利子控除の限度額の強化による増税も行なわ
れ，その限りでは，所得税は1990－94年度に実質増税傾向にあったが，1992年度には新たに課税所得
2，000ポンドまでの軽減税率が設けられ，93年度には適用課税所得上限が2，500ポンドに，94年度には
3，000ポンドに，95年度には3，200ポンドに引上げられている。
　法人税については，90年度に35％から34％に，91年度に33％に税率が引き下げられ，92年秋には92
年11月から93年10月に限ってであるが，機械・プラントの初期償却率を25％から40％に引き上げるな
どの資本控除の引き上げ措置が導入されている（4）。95年度には小事業投資に減税措置がとられること
になっている（5）。さらに不動産関係印紙税の免除上限の引き上げ（91年12月～92年8月），土地・建
物に関する印紙税の廃止などがあった。内国収入関係全体としては1992年度を別として増税傾向にあ
ったが，95年度予算案は減税が見込まれた。景気の回復をにらんだものといえよう。
　他の措置のうち，付加価値税は，EC税制に合わせた建設・土地・建物に関する修正や税率の引き
上げ，免税とされていた家庭用燃料・電力への課税等によって増税の主役を果たした。内国消費税
は，89年度に大幅減税があったが，その後は増徴が続けられた。関税・内国消費税としては1989，92
年度は減税であったが，他の年度はこれをはるかに凌ぐ増税が行なわれた（6）。
　以上の租税関係の諸措置に加えて，国民保険料について，被用者への軽減料率の創設もあったが，
現物給付への雇主掛金適用や被用者料率引き上げといった増徴と料率引き下げなどの軽減措置とが交
替した（η。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－218一
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　　　　　　　　　明治大学社会科学研究所紀要
表4（2＞租税および国民保険料改訂措置の直接効果1）、1995年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　10億ポンド）
年　度 1995 1996 1997
内国収入 一〇．395 （－0．685） （－0．630）
うち人的課税 一〇．280 （－0．360） （－0．370）
諸控除2） 一〇．150＊ （－0．210・） （－0．210・）
軽減租税3） 一〇．080 （－0．100） （－0．110）
基本税率 ? （＊） （＊）
相続税 ? （＊） （＊）
従業員補償保険税額控除 一〇。040 （－0．040） （－0．040）
乗用車ガソリン・スケール引上げ 0，010 （0．010） （0．010）
貯蓄4） 一〇．010 （－0．175） （－0．200）
免税特別貯蓄勘定一延長 （－0．150） （－0．160）
個人株式プランー延長 一〇．010 （－0．025） （－0．040）
小事業投資4） 刈．155 （－0．315） （－0．270）
うちベンチャー・キャピタル・トラスト 一〇．150 （－0．290） （－0。240）
租税逃避防止措置4） 0，100 （0。175） （0．225）
関税・内国消費税 0，170 （0．310） （0．395）
VAT4）5） 一〇．220 （－0．160） （－0．110）
VAT租税逃避防止措置4） 0，340 （0．335） （0．335）
内国消費税 0，050 （0．135） （0．170）
車輌消費税 0，075 （0．110） （0．105）
事業税一新移行措置 一〇．605 （－0．135） （－0．010）
国民保険料4） 一〇．260 （－0．300） （－0．305）
うち雇用国民保険料軽減率引下げ 一〇．235 （－0．260） （－0．265）
総計 一1．015 （－0．700） （－0．445）
注1）表4（1）注1）に同じ。96、97年度はそれぞれ95年度租税措置の予測
　　　効果；2）人的控除インデクセーショと老令関連人的控除の430ポ
　　　ンド引上げおよび老令関連控除の所得上限のインデクセーション；
　　　3）税率帯の200ポンド引上げ；4）表4（1）注12）に同じ；5）土
　　　地、不動産の簡素化と規制緩和を含む
出所、FSBR，1995－96，　T．5．1より作成。
　自由には不平等は付き物というサッチャー政権下に，冨者に有利な税制を初めとする政策が展開さ
れたが，メージャー政権の政策はやや錯綜していた。所得税は増税傾向をとり，その一方で法人税の
引き下げがあり，付加価値税負担が強められ，内国消費税も増税基調であり，しかし，所得税の軽減
税率の導入や国民保険料の軽減措置もあった。だが，地方税改革への「反乱」への対処を別とすれ
ば，メージャー政権がフルに動き出した1991年度以降では，1992年度を除いて増税路線であった。と
くに93年度は2つの予算をもって向う3年間に大幅な税収増を見込む段階的増税措置がとられた。94
年度も同様であり，それは激増したPSBRに対処したものであり，97年度には経常収支をバランス
させる見通しをももつものであった（8）。これを受けてまた景気の上昇を見込んで95年度予算案はやや
減税気味となっている。（表4（2））
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（％）　図3　実質経済成長率　1981－94　lll
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　　　（出所）MER，1／94，4／94，1／95より作成。
　一般政府収入の動きは政策のみでなく当然景気の動向によっても強く左右される。その一端はすで
に触れたが，この時期イギリス経済はバブルの様相を帯びた景気の拡大とその反転　　下降を経験
していた。図3に窺われるように，イギリス経済は第2次石油危機による景気の下降を83年に抜け出
し，サッチャリズムのもとで88年をピークとする景気の拡大に成功したが，他の主要資本主義国に先
だって，資産インフレというバブルの崩壊と絡みあったかなり長期の不況に陥った。そして景気は93
年から拡大に向かい94年には成長率をしだいに高めている。89年にいたる景気の拡大は，1980年代半
ば過ぎの労働生産性の上昇，物価上昇の相対的な落ち着き，会社収益率の上昇，実質賃金の着実な増
加といった要因によって支えられ，事業投資も（対GDP比）70年代以来の低迷から目覚ましく増加
した（図4，5参照）。が，それは同時に，「自由化」ないし規制緩和の重要な一環としての金融の自
由化と金融の緩慢のもとでの金融機関の融資競争，そしてこれによっても刺激された貯蓄率の低下
（1988年が底）を伴う，「消費景気」，「資産インフレ」景気であった。財政収入はこの景気拡大を十分
に反映し，所得税や法人税の収入は増加し，付加価値税を柱とする「支出に対する租税」収入も増加
した（80年代半ば前後の増税傾向や89年度の内国消費税の減税の影響もあったが）。「資本に対する租
税」もとくにキャピタル・ゲイン税が「資産インフレ」を反映して強く増加した。サッチャー政権下
の財政の劇的改善は多分にこの「資産インフレ」景気によるものであった。
　逆に「資産インフレ」の崩壊と絡んだ景気の下降は，財政収入に対し打撃を与えた。「所得に対す
る租税」ではとくにそれは法人税で明瞭であった。個人所得の伸びも91年に急速に弱まり，それは所
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（％）図4　会社実質収益率
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図5　事業投資の対GDP比（1990年価格）
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注1）公社を含み，国民保健トラスト病院を除く。　　　　　　　　　　予測
（出所）FSBR，1995－96，　Chart3．11．
得税の変動に現われた。ただ，ここでは91，92年度の税率の引き下げや92年度の軽減税率の導入の影
響もあった。景気の下降は失業の増大を含めて当然「支出に対する租税」収入にも負の効果をもつ。
ここではとくに「資産インフレ」の崩壊が個人・会社セクターにかつてない財務バランスの悪化をも
たらしていたから，消費・投資需要の強い抑制が生じた。「資本に対する租税」へのマイナス効果も
とくにキャピタル・ゲイン税で生じていた。もっとも，「支出に対する租税」では91年度の付加価値
税率の引き上げ等の増税措置がそうした負の効果を打ち消していた（9）。
　世界の景気回復はアメリカ経済が先行したが，イギリス経済もより早い景気の鈍化と1991－92年の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一222一
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比較的強い落ち込みから93年春に回復を始め，94年にかけて徐々に成長率を高めていた。失業率はこ
の時期のボトムの90年の5．9％から93年第1四半期の10．6％へのピークを経て94年第2四半期には9．2
％に低下していた。この景気の転回の重要な契機は1992年9月のポンドのERM離脱　　ポンド相
場の低落による，イギリス産業の国際競争力の強化による輸出の増加と輸入の抑制であったと考えら
れる。同時に，成長の落ち込みがもっとも大きかった91年はともかく，なおマイナス成長の92年を含
めて労働生産性の上昇がみられ，「引き続く単位コストのきつい管理」が指摘されていた（’°）。会社収
益率は，競争力の改善とコストの抑制を基礎にした利潤幅の増や設備稼働率の改善によって回復し，
事業投資も上向くものと予測されるようになった。所得税，法人税，付加価値税等は，ある部分は前
の年度の増税措置の効果もあったが，94年度には高い増収率が予測されていた（11）。この場合，イギ
リスが，ヨーロッパ大陸諸国に比べて労働市場のフレキシビリティにおいて先んじていると主張され
ていることに注目しておいてよいであろう（12｝。
注
（1）地方税改革によってレイトが全国事業税とカウンシル・タックスになる過程およびそれが地方政府財
　　政自主権に及ぼす影響については，さしあたり前掲拙稿，50－53頁；58頁注13），14）参照。
（2）σ㎜，1994Ed．，　T．9．6による。
（3）簡単には，森恒夫稿「サッチャー政権下のイギリス財政」（『証券研究』Vol．91，　Feb．）123－28頁参
　　照。
（4）　FSBR，1993－94，　para．　B1；cf．　J．　L　Leape，‘Tax　Policies　in　the　l980s：the　Case　of　the　United　States
　　and　the　Ubited　Kingdom’in　A．　Knoester（ed．），　Texation　in　theσnited　Stα　tes　and　EuroPe．銃θo別and
　　Pvactice，　Macmillan　Press，1993，　p．296．
（5）サッチャー政権は，その活力に期待して小会社の育成に熱心であり，メージャー政権もこれを継承し
　　た。法人税の軽減税率適用がその例である。Cf．　FSBR，1991－92，　para．4．18；1995－96，　paras．5．18－20．監
　　査法人トーマツEC統合チーム編『EC加盟国の税法』「改訂版」中央経済社，1992年，76頁参照。前掲
　　拙稿，58頁注10）も参照。
（6）　同上稿，49頁参照。
（7）同上参照。なお，失業者の雇用を促進する雇主掛金のりべ一ト制も93－94年度に行われ，95年度予算
　　案でも料率帯の変更による軽減措置が導入されている（Cf．　FSBR，1995－96，　paras．5．59－64）。
（8）1993年度予算案では，当年度は「中立的」だが94年度に63億ポンド，95年度に105億ポンドの増収を
　　予測していた（FSBR，1993－94，　para．1．04）。　Cf．　FSBR，1995－96，　paras．1．，3；4．06・15－17，
（9）
（10）
（11）
（12）
前掲，森稿「…メージャー政権下…」，53－59頁参照。
1　rSBfi～1995－96，　para．3．31．
Ibid．，　chap．3による。
㎜R，4／94のイギリス経済論評ではつぎのように述べられている。「サプライサイドの改善」のも
っとも実質的な例証は，不況中の生産性の改善であり，企業の「中核的労働力」と呼ばれるものの相当
の削減，下請け，臨時要員，パート・タイマーなどの「縁辺」の労働力の利用が進行し，その結果は
「よりフレキシブルな労働市場」である。欧州委員会の白書は低熟練労働者の雇用の促進を訴えている
が，イギリスはその点ではよい成績をあげており，失業の傾向がそう目立たないのはとりわけこの理由
による。大蔵省の予測機関（Treasury’s　Panel　of　Independent　Forcasters）は，低賃金雇用を促すよ
うな国民保険システムの改革を勧告しており，失業者の求職への誘因を改善する給付システムがあるべ
一223一
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きである（NIE1～．4／94，　Nov．1994．，　pp．4－5）。ちなみに，1995年度予算案では，国民保険料について，
1996年4月以降，少なくとも2年間失業したいたものを雇用する雇主は，1年間だけその雇主負担につ
いてりべ一トをえられるという措置がとられているFSBR，1995－96，　para．5．60）。
lll．一般政府支出構造の推移
　前掲の図1のように一般政府支出（民営化収入を含む）の対GDP比は景気拡大のピークの88年度
にもっとも低くなったが，景気後退に向かうにつれて上昇した。サッチャー政権の成立以来の一般政
府支出の動きをみると，表5のようになる。1992年度から一般政府支出は「管理総額（Control
Total）」と「景気循環的社会保障（Cyciical　Social　Security）」とに区分されるようになったが，同
表はこれを1984年度にさかのぼって示している。民営化収入を考慮しない一般政府支出は実質でみ
て，メージャー政権下では91－92年度に強く伸びた。対GDP比は88年度の39　Y4％から92年度の44　Y2
％に増加した。93年度からは徐々に下がって94年度には43　Y2％，95年度には421／2％になるものと見込
まれている。民営化収入は1983年度あたりから本格化し，メージャー政権下では支出の増加した91－
92年度に名目額でサッチャー政権期のそれを凌ぐ大きさとなっていた。95年度以降は縮小が見込まれ
ている。
　表6（1）は予算案に現われた支出計画を追ったものである。計画の編成方法が何度か変わっており，
地方自己財源支出（self－financed　expenditure）がいったん計画総額の外に出され，ついで「新管理
総額（New　control　total）」のなかに入れられ，また同時に「循環的社会保障（Cyclical　social　secu－
rity）」がその外部に新設され，民営化収入も「新管理総額」外に置かれることになった。「循環的社
会保障」を新管理総額の枠外に設置したことは前述のメージャー政権の政策スタンスとの関連で注意
を惹く。その趣旨は，社会保障支出は景気後退中には増加して他の支出計画を圧迫し，上昇中は低下
して他の領域での支出を意図以上に許し基底的な趨勢を曖昧にする傾向がある。そこで，主に失業に
関連する社会保障要素（失業給付と無年金者への所得支持）を管理総額から外すということであっ
たω。
　同表から指摘できることは，社会保障関係支出（景気循環的社会保障支出を含む）の比重の1990年
度から92－93年度への増大，国防支出の低下，「中央の地方支持」の比重の増加（1991－92年度），地
方自己財源支出の低下などであった。最後の2点は，前述の地方税制改革の結果と考えられる。「中
央の地方支持」支出の増加には収入面で付加価値税の増加が対応している。
　毎年のFSBRによってみる支出の政策的力点は，支出抑制に力を注いだサッチャー政権最後の年
である1990年度予算（メージャー蔵相）からメージャー政権下の94年度までをみると，保健，道路・
輸送であり，また景気後退下であったことを反映して雇用への配慮が強調され，児童給付，所得支
持，住宅給付，家賃リベートなどの増加，低所得勤労世帯への児童保護を含む社会保障計画の改革も
一　224一
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表5　一般政府支出、1978－97年度（単位　10億ポンド）
一般政府支出
年度’） 管理
濠z
（除、民営化収入） 対GD民営化 一般政
P比 収入 府支出名目　実質2）
1978 75．0　214．944 75．0
1979 90．4　221．944 諭．4 90．0
1980 108．8　225．946％ 一〇．2 108．6
1981 121．0　228．947％ 一〇．5 120．5
1982 133．1　235．147％ 一〇．5 132．7
1983 141．6　239．046％ 一1．1 140．4
1984 126．0152．8　245．646％ 一2．0 150．8
1985 129．6161．2　245．645 一2．7 158．5
1986 136．0169．3　250．444 一4．5 164．8
1987 148．6178．4　250．541％ 一5．1 173．2
1988 156．1186．9　245．939％ 一7．1 179．8
1989 175．1205．0　252．33g％ 一4．2 200．8
1990 193．4223．5　254．540％ 一5．3 218．1
1991 212．5244．2　261．742 一7．9 236．3
1992 231．3268．4　276．644％ 一82 260．2
1993 241．4283．0　283．044％ 一5．4 277．5
1994 249．6295．2　289．443％ 一6．3 288．9
1995 255．7305．0　289．642％ 一3．0 302．0
1996 263．5316．0　292．841％ 一3．0 313．0
1997 272．1325．4　294．841 一2．0 323．4
注1）1994年度は推定実績、1995年度以降は計画。
　2）1993年度価格。
（出所）FSBR，1995－96，　T。6A．1より。
うたわれていた（2）。95年度予算案では，全体として支出の抑制一対GDP比の引き下げが強調され
ているが，いぜん保健に優先順位を与えながら，雇用促進（とくに長期失業に注目した）（3），職業訓
練計画の改革，幹線道路の整備，高等教育・成人教育の支持，給付の引き上げを見込んだ新社会保障
計画，付加価値税の課税範囲の拡大に対応する所得関連給付の増などの施策が掲げられていた。景気
循環的社会保障支出にっいては，インフレの鎮静と失業の減による支出の減少および不正受給防止推
進による節約が期待されていた。景気後退に対しては主として同支出が対応し，92年秋の資本収入
（住宅売却収入）からの支出ルールの緩和による地方政府投資の増加（93，94年度）や輸送関連支出，
雇用対策などもその役割をもったといえよう。景気循環的社会保障支出額と失業者数との相関的な動
きを示すものとして図6がある。関連して社会支出計画の推移を表7として示しておこう。1991年度
から景気循環的社会保障の比重ガ高まり，無拠出給付（主に障害給付と年金所得支持）の比重も高ま
つていた。
　一般政府支出の形態別の動きは表8のようであった。経常支出の大宗である「財貨およびサービ
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表6②公共支出計画　1995年度 （単位　10億ポンド）
年　度 19941） 19952）
社会保障省 70．4（23．8） 73．0（23．9）
保健省 31．7（10．7） 33．0（10．8）
環境省一地方政府 29．9（10．1） 30．3（9．9）
〃　一その他 9．4（3。2） 8．7（2．9）
スコットランド・ウェールズ
kアイルランド省 28．3（9．6） 28．9（9．5）
国防省 22．5（7。6） 21．7（7．1）
教育省 10．5（3．6） 11．0（3．6）
内務省 6．3（2．1） 6．4（2．1）
運輸省 6．1（2．1） 4．4（1．4）
その他省 23．6（8．0） 23．7（7．8）
地方政府一自己財源 11．9（4．0） 11．8（3．9）
準備金 3．0（0．1）
不足控除 一1．0（－0．0）
管理総額 249．6（84．6）255．7（83．8）
同上実質額3） 244．7 242．8
景気循環的社会保障 14．1（4．8） 14．1（4．6）
中央政府債務利子 22．1（7．5） 24．5（8．0）
調整勘定 9．5（3，2） 10．7（3．5）
一般政府支出 295．2（100．0）305．0（100．0）
（除、民営化収入）勾
同上実質3） 289．4 289．6
注1）推定実績；2）予算案；3）1993－94年価格
　4）1994年度63億ポンド、1995年度30億ポンドと推定ないし
　　　予測。
（出所）FSBR，1995－96，　N　ov．1994，　T．1．5，1．6
ス」が全支出の5割近くを占め，近年その比重をやや高めていた。これに次ぐ「個人部門への経常交
付金」は漸次その比重を高めており，91年には3割に達した。他方，1割ほどを占めていた債務利子
は86年から減少し続け92年には6．6％となった。補助金もその比重の低下が目立った。90年に比重を
高めた資本的支出では，主要素である粗固定資本形成も「他のセクターへの交付金と移転」も一時比
重を高めた。政府債務利子の近年の比重の低下はPSBRからPSDRへの転化をべ一スとするものと
いえるが，PSBRへの再転化とその増大によってまた高まってきている（表6参照）。
　表9は一般政府実質支出の機能別内訳である。先にも触れたが，民営化収入を除く一般政府支出総
計の対GDP比は1つのピークである84年度から低下傾向をとり，それは89年から逆転している（前
掲図4参照）。そのなかで，傾向的に比重を下げていたのが国防（86年から），農・漁・食料・森林，
商工・エネルギー・雇用，住宅，債務利子（ただし，93年にまた増）であった。比重が増加気味であ
つたのは，法・秩序・保護サービス，保健，人的サービスであり，90年代に入ってそれが目立ったの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　227一
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第34巻第1号　1995年ユ0月
表8 一般政府支出、形態別、1983～93年 （単位100万ポンド）
1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993
経常支出
うち財貨およびサービス 65，123
i47．3）
69，014
i46．4）
72，895
i45，7）
78，328
i47．0）
84，241
i48．0）
90，531
i49．4）
98，348
i49．6）
109，128
i48．7）
120，342
i50．6）
128，283
i49，3）
134，9工6
i48，7）
非営業資本消費 2，081
i1．5）
2，187
i1．5）
2，372
i1．5）
2，583
i1．6）
2，804
i1．6）
3，110
i0．2）
3，448
i1．7）
3，806
i1，7）
3，763
i1．6）
3，603
iL4）
3，308
i1．2）
補助金 6，269i4．5） 7，537i5，1） 7，225i4．5） 6β01i3．8） 6，265i3．6） 6，037i3，3） 5，782i2．9） 6，066i2．7） 5，995i2．5） 6，412i2．5） 7，458i2．7）
臥醐への経常
?t金
38，439
i27．9）
41，579
i27．9）
45，351
i28．4）
49，454
i29．7）
50，798
i28．9）
52，175
i28．5＞
54，033
i27，2）
58，933
i26．3）
69，287
i29．1）
80，016
i30．7）
88，425
i31．9）
海外への経常
@　交付金（純）n
1，930
i1．4）
2，099
i1．4）
3，427
i2．1）
2，233
i1．3）
3，277
iユ．9）
3，248
i1．8）
4，278
i2．2）
4，596
i2．0）
1，083
i0，5）
4，834
i1．9）
4，836
i1．7）
債務利子 14，208
i10．3）
15，670
i10．5）
17，586
i11．0）
17，143
i10．3）
17，917
i10．2）
18，173
i9．9）
18，867
i9．5）
18，716
i8．3）
16，993
i7．1）
17，118
i6．6）
18，446
i6．7）
計 128，050
i93．0）
138，086
i92，7）
148，856
i93．3）
156，042
i93．8）
165，302
i94．1）
173，274
i94．5）
184，756
i93．1）
201，251
i89．8）
217，463
i91．5）
240，316
i92．3）
257，390
i92．9）
資本支出
うち粗国内固鎖本形成 5，869 6，719 6，872 7，509 7，577 6，506 9，58212，65912，14312，44011，097
（4．3） （4．5） （4．3） （4．5） （4．3） （3．6） （4，8） （5．6＞ （5．1） （4．8） （4．0）
在庫増 246 280 450 一237 一498 一322 一163 156 151 一17 一24（0．2） （0．2） （0．3） （－0．1） （－0．3） （－0．2） （－0．1） （0．1） （0．1） （－0．0） （－0，0）
他DヒクタLハの
?t金と移転
3，542
i2．6）
3，798
i2．6）
3，3ユ9
i2．1）
3，002
i1．8）
3，216
i1．8）
3，806
i2．1）
4，233
i2．2）
10，148
i4．5）
7，935
i3．3）
7，655
i2．9）
8，566
i3．1）
計 9，657
i7．0）
10，797
i7．3）
10，641
i6．7）
10，274
i6．2＞
10，295
i5．9）
9，990
i5．5）
13，652
i6．9）
22，963
i10．2）
20，229
i8．5）
20，078
i7．7）
19，639
i7，1）
一撒府経常・資本支出計 137，707148，883159，497166，316175，597183，264198，408224，214237，692260，394277，029
（100，0） （100．0） （100．0＞ （100．0） （100，0） （100．0） （100，0） （100．0） （100，0） （100．0） （100．0）
注1）
（出所）
湾岸紛争に関する他国からの拠出金が差し引かれている。金額は1990年38、91年2，110、92年9
（各100万ポンド）である。
UKNA，1994Ed．，　T．9．1より作成。
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図6　失業者数と実質景気循環的社会保障額
3，000
2，500
2，000
1，500
実質循環的／t
社会保障支出
（100万ポンド）
1985Q2　　1986Q2
　　　失業者数・／　　　（1000人）
1987Q2　　1988Q2　　　1989Q2　　　1990Q2　　1991Q2
3，000
2，500
2，000
　1，500
（年）
出所，H．　M．　Treasury，1〕tZblic　Expenditure、A　nalyses　toヱ995－96．　Statistical　SztPPIement　to　the　1992　A　zttztrmn
　　　Statement，　Cm　2219，　Jan．1993．　App．　F．，　p．150．
が社会保障であった。後者は表8の「個人部門への経常交付金」の動きに照応している。
注
（1）HM　Treasury，　Public　Expenditure　Analyses　to　I993　Autumn　Statement，　Cm．2519　Feb．1994，
　　Appendix　F　New　Control　Total，　para．11．
（2）前掲拙稿「…メージャー政権下…」，63－65頁参照。また，国民保健サービス・トラストが1990年立法
　　で創設されたが，これにっいては同上，69頁注20）を参照。また，雇用政策として失業給付制度を，失
　　業者が求職により積極的になるように改め，94年度には求職手当に変えたことなどについては同上，70
　　頁注22）参照。
（3）　1995年度予算案は96年度向けの6億8000万ドルの新雇用促進措置を含んでいた。国民保険料の操作に
　　よる雇用促進，6ヵ月以上失業して就職した者への4ヵ月間の住宅給付やカウンシル・タックス給付，
　　就職したために給付を失う者への1，000ポンドまでの再就職ボーナス（Back・to・Work　Bonus）支給な
　　どである（Cf．　FSBR，1995－96，124－25頁）。
一231一
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結　　び
　個人セクターと会社セクター双方の悪化した財務構造の調整を伴う景気後退に初めから当面したメ
ージャー政権は財政収入の実質減と財政支出の増を余儀なくされ，その結果，PSDRはPSBRに再
転化しそれは急増した。同時にその重要な要因は，循環的社会保障を管理総額の外に置き，財政の
「自動安定」機能を働かせながら中期的に財政収支の均衡を図り，あるいは軽減税率を導入しまた時
限的ではあるが投資促進的な償却税制をとるといったようにサッチャー政権の厳しさから軌道修正す
る財政政策をとったことにあると考えられる。しかし，メージャー政権の政策はやはりサッチャー政
権を引き継いだものであり，付加価値税の引き上げおよびその適用範囲の拡大を重要な要素とする増
税が基調であり，ERMの離脱一ポンド相場の下落による産業の国際競争力の増大を基礎とする
景気の回復とともに，財政収支の均衡により積極的な姿勢をみせていた。景気循環的社会保障を設け
たのも，一面では管理総額のコントロールを強化する意味をもっていたといえよう。例えばこの方式
の採用を公表した1992年秋のFSBRは，「新管理総額の成長は，全体としての経済よりも終始遅く総
公共支出が伸びることを確かならしめるような率に限定されるであろう」と述べていたω。
　そして，そこでなお注目されるのは労働市場の「弾力化」政策であろう。多少触れたように社会保
障税を含めた税制の面でも社会保障支出の面でも政策的に雇用の促進が図られたが，「弾力化」が大
陸ヨーロッパに先んじていると主張され，それは労働生産性の上昇とも結びつけられた。が，同時に
その政策は低賃金による雇用促進という狙いをもっものであった。こうした労働市場の「弾力化」が
イギリス経済に何をもたらすか注目されるところである。
注
（1）　　FSBR，1993－94，　para．5．02．
（もり　つねお）
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